
 
 
 
 
 
 

令和元年中における市内の火災及び救急の概要について 

 

 

令和元年中(平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日)における市内の火

災及び救急の概要を取りまとめましたので、次のとおりお知らせします。 

 

１ 火災の概要について 

  火災件数は１４０件(前年比２件減)、死者は５人(前年比４人減)で、 

負傷者は２７人(前年比１０人減)です。 

火災原因等の詳細は、別紙１のとおりです。 

 

２ 救急の概要について 

  救急出場件数は３７，５０９件(前年比１１件増)、搬送人員は 

３３，１７０人(前年比１３人増)で、共に過去最多となっています。  

事故種別ごとの件数等の詳細は、別紙２のとおりです。 

 

 

 

 

令和２年１月８日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

消防局  予防課（火災関係） 

         042-751-9117 

救急課（救急関係） 

 042-751-9142 



令和元年中における火災の概要（速報値） 

 
 
 
 
 
 
 
１ 火災の発生状況 

 
（１） 火災件数は前年と比べ２件減少 

火災件数は１４０件、前年と比べ２件減少しています。 
火災種別ごとに見ると、前年と比べ建物火災は８８件で２件増加、林野火災 

  は３件で１件減少、車両火災は１３件で４件減少、その他の火災は３６件で１件 
増加となりました。 

 
（２）出火原因の第１位は「放火（疑い含む）」、続いて「たばこ」「こんろ」 

全火災の出火原因順位としては、「放火（疑い含む）」の２９件（２０．７％） 
が最も多く、「たばこ」１８件（１２．９％）、「こんろ」１３件（９．３％）、 
「電気機器」８件（５．７％）、「配線器具」８件（５．７％）と続いています。 

 
（３）火災による死者は５人、前年と比べ４人減少 

火災による死者は５人、前年と比べ４人減少しています。 
火災種別ごとに見ると、建物火災によるものが４人、その他の火災によるもの 

が１人であり、いずれも６５歳以上の高齢者です。 
負傷者は２７人、前年と比べ１０人減少しています。 

 
（４）建物焼損棟数及び焼損面積は前年と比べ増加、損害額は減少 

焼損棟数は１２２棟、前年と比べ１２棟増加しています。 
建物の焼損面積は２，１２０㎡、前年と比べ５４１㎡減少しています。 
損害額は２億４，５０１万２千円、前年と比べ１，７９７万９千円減少してい 

ます。 
  
 
 
 
 
 
 

別紙１ 

 

市内で１４０件の火災が発生しました。 

火災による死者は５人で負傷者は２７人でした。 

 



２ 火災概況（前年比） 

項   目 令和元年 平成 30 年 増 減 

 合  計 (件数) 140 142 ▲2 

火
災
種
別 

建物 
件 数 88 86 2 

面積(㎡) 2,120 2,661 ▲541 

林野 
件 数 3 4 ▲1 

面積(a) 1 2 ▲1 

 車   両 13 17 ▲4 

 船   舶 0 0 0 

 航 空 機 0 0 0 

その他 
件  数 36 35 1 

面積(㎡) 4,633 8,483 ▲3,850 

原
因
別 

失   火(構成比) 
97 ( 

69.3

% ) 108 ( 

76.1

% ) ▲11 

放火(疑い含む)(構成

比) 29 ( 

20.7

% ) 20 ( 

14.1

% ) 9 

不   明(構成比) 
14 ( 

10.0

% ) 14 ( 9.9% ) 0 

焼 損 棟 数 122 110 12 

り 災 世 帯 78 99 ▲21 

り 災 人 員 182 204 ▲22 

死     者 5 9 ▲4 

負  傷  者 27 37 ▲10 

損 害 額 (千円） 245,012 262,991 

▲

17,979 

＊ 小数第２位を四捨五入 
 

３ 出火原因（前年比） 

令  和  元  年   140  件      平  成  30  年  142  件      

順位 出  火  原  因 件     数 順位 出  火  原  因 件     数 

１ 放火(疑い含む) 29（20.7％） １ た  ば  こ 22（15.5％） 

２ た  ば  こ 18（12.9％） ２ 放火(疑い含む) 20（14.1％） 

３ こ  ん  ろ 13 （9.3％） ３ 電 気 機 器 11 （7.7％） 

４ 電 気 機 器  8（5.7％） ４ こ  ん  ろ 8 （5.6％） 

５ 配 線 器 具  8（5.7％） ５ 火  遊  び 8 （5.6％） 

そ    の    他 64（45.7％） そ    の    他 73（51.4％） 

＊ 小数第２位を四捨五入 
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令和元年中における救急の概要(速報値)  

                    

 

 

 

 

１ 救急業務の実施状況 

 

（１）救急出場件数は前年と比べ１１件増加 

救急出場件数は３７，５０９件、搬送人員は３３，１７０人で、前年と比べ救

急出場件数は１１件、搬送人員は１３人増加しています。 

救急車は、１日平均１０３件、１４分に１回の割合で出場しており、市民の２２人

に１人が医療機関等へ搬送されたことになります。 

 

（２）搬送人員の事故種別の第１位は「急病」、続いて「一般負傷」「転院搬送」  

   搬送人員の事故種別順位としては、「急病」の２１，７１８人（６５．５％）  

が最も多く、「一般負傷」４，６９６人（１４．２％）、「転院搬送」３,１０１人

（９．３％）、「交通事故」２，４８６人（７．５％）と続いています。 

 

（３）６５歳以上の高齢者の搬送人員は前年と比べ３３０人増加 

   ６５歳以上の高齢者の搬送人員は、１８，１８０人（前年比３３０人増）で

５４．８％を占め、過去最多となりました。  

   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

救急出場件数は３７，５０９件、搬送人員は３３，１７０人で、 

共に過去最多となりました。 

別紙２ 



２ 救急概要 

事  故  種  別 令和元年 平成３０年 
増減

(Ｃ) 
増減率(％) 

区       分 (Ａ) (B) (A-B) (C/B×100) 

救急出場件数 37,509 37,498 11 0.0% 

傷病者搬送件数 32,947 32,930 17 0.1% 

不 搬 送 件 数 4,562 4,568 ▲ 6 ▲ 0.1% 

事 

故 

種 

別 

内 

訳 

火       災 103 114 ▲ 11 ▲ 9.6% 

自 然 災 害 17 2 15 750.0% 

水       難 7 9 ▲ 2 ▲ 22.2% 

交       通 2,583 2,754 ▲ 171 ▲ 6.2% 

労 働 災 害 266 309 ▲ 43 ▲ 13.9% 

運 動 競 技 251 280 ▲ 29 ▲ 10.4% 

一 般 負 傷 5,134 4,812 322 6.7% 

加       害 203 167 36 21.6% 

自 損 行 為 310 298 12 4.0% 

急       病 23,923 23,908 15 0.1% 

そ
の
他 

転院搬送 3,100 3,155 ▲ 55 ▲ 1.7% 

医師搬送 54 41 13 31.7% 

資材搬送 4 5 ▲ 1 ▲ 20.0% 

その他 1,554 1,644 ▲ 90 ▲ 5.5% 

搬 送 人 員 33,170 33,157 13 0.0% 

性
別 

男 性 17,242 17,493 ▲ 251 ▲ 1.4% 

女 性 15,928 15,664 264 1.7% 

程
度
別 

死 亡 196 （0.6%） 244 （0.7%） ▲ 48 ▲ 19.7% 

重 症 2,454 （7.4%） 2,580 （7.8%） ▲ 126 ▲ 4.9% 

中 等 症 13,653 （41.2%） 13,256 （40.0%） 397 3.0% 

軽 症 16,866 （50.8%） 17,077 （51.5%） ▲ 211 ▲ 1.2% 

そ の 他 1 （0%） 0 （0%） 1 0.0% 

活
動 

ドクターカー使用 114 117 ▲ 3 ▲ 2.6% 

ドクターヘリ使用 14 9 5 55.6% 

＊ 小数第２位を四捨五入 

＊ 程度別の括弧内は搬送人員に対する割合 
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３ 救急隊別活動状況 

隊別 
令和元年 平成３０年 対前年比 

出場件数 構成比 出場件数 構成比 比較増減 増減率 

相
模
原
署 

本署１ 3,596 9.6% 3,735 10.0% ▲ 139 ▲ 3.7% 

本署２ 627 1.7%     

田名 1,724 4.6% 1,806 4.8% ▲ 82 ▲ 4.5% 

淵野辺 3,074 8.2% 3,215 8.6% ▲ 141 ▲ 4.4% 

緑が丘 2,829 7.5% 2,829 7.5% 0 0.0% 

上溝 2,248 6.0% 2,262 6.0% ▲ 14 ▲ 0.6% 

南
署 

本署 3,437 9.2% 3,449 9.2% ▲ 12 ▲ 0.3% 

新磯 1,266 3.4% 1,288 3.4% ▲ 22 ▲ 1.7% 

大沼 2,871 7.7% 2,911 7.8% ▲ 40 ▲ 1.4% 

相武台 2,627 7.0% 2,564 6.8% 63 2.5% 

上鶴間 2,689 7.2% 2,612 7.0% 77 2.9% 

北
署 

本署 2,718 7.2% 2,697 7.2% 21 0.8% 

大沢 1,624 4.3% 1,669 4.5% ▲ 45 ▲ 2.7% 

相原 1,925 5.1% 1,984 5.3% ▲ 59 ▲ 3.0% 

城山 1,600 4.3% 1,782 4.8% ▲ 182 ▲ 10.2% 

津
久
井
署 

本署 876 2.3% 900 2.4% ▲ 24 ▲ 2.7% 

派出所 1,011 2.7% 1,058 2.8% ▲ 47 ▲ 4.4% 

藤野 582 1.6% 612 1.6% ▲ 30 ▲ 4.9% 

青根 185 0.5% 125 0.3% 60 48.0% 

計 37,509 100.0% 37,498 100.0% 11 0.0% 

１隊当たりの 
1,974 2,083 ▲ 109 ▲ 5.2% 

件数 

＊ 小数第２位を四捨五入 

＊ 平成３０年４月１日から青根分署で救急隊の運用を開始 

＊ 平成３１年４月２日から相模原消防署で日勤救急隊（本署２）の運用を開始 



４ 事故種別搬送人員状況 

事故種別 令和元年 平成３０年 対前年比 

順 位 搬送人員 構成比 搬送人員 構成比 比較増減 増減率 

1 急   病 21,718 65.5% 21,678 65.4% 40 0.2% 

2 一般負傷 4,696 14.2% 4,435 13.4% 261 5.9% 

3 転院搬送 3,101 9.3% 3,155 9.5% ▲ 54 ▲ 1.7% 

4 交  通 2,486 7.5% 2,682 8.1% ▲ 196 ▲ 7.3% 

5 労働災害 263 0.8% 306 0.9% ▲ 43 ▲ 14.1% 

6 運動競技 257 0.8% 279 0.8% ▲ 22 ▲ 7.9% 

7 そ の 他 242 0.7% 238 0.7% 4 1.7% 

8 自損行為 232 0.7% 206 0.6% 26 12.6% 

9 加  害 144 0.4% 135 0.4% 9 6.7% 

10 火  災 24 0.1% 37 0.1% ▲ 13 ▲ 35.1% 

11 水  難 4 0.0% 5 0.0% ▲ 1 ▲ 20.0% 

12 自然災害 3 0.0% 1 0.0% 2 200.0% 

計 33,170 100.0% 33,157 100.0% 13 0.0% 

＊ 小数第２位を四捨五入 

 

５ 年齢別搬送人員 

年齢区分 
令和元年 平成３０年 対前年比 

搬送人員 構成比 搬送人員 構成比 比較増減 増減率 

新生児 112 0.3% 139 0.4% ▲ 27 ▲ 19.4% 

乳幼児 1,935 5.8% 1,845 5.6% 90 4.9% 

少年 1,277 3.8% 1,358 4.1% ▲ 81 ▲ 6.0% 

成人 11,666 35.2% 11,965 36.1% ▲ 299 ▲ 2.5% 

高齢者 18,180 54.8% 17,850 53.8% 330 1.8% 

合計 33,170 100.0% 33,157 100.0% 13 0.0% 

＊ 小数第２位を四捨五入 

 

 


